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研究成果の概要（和文）：研究1：特別支援学校において作業療法士が自閉症スペクトラム障害児童生徒を受け
持つ担当教諭に対してコンサルテーションした内容を分析した．結果，担当教諭は，遊びに関すること，切り替
えの難しさ，常同行動，姿勢や摂食などを相談し，その行動への理解と対処方法を求めていた．作業療法士は感
覚特性を中心に児童生徒の全体像を説明し助言を行っていた．
研究2：栄養教諭と作業療法士が協業することの有効性を検討することを目的とした．偏食など食に関する課題
のある児童生徒8名を選出した．結果，1名が期待に満たない数値を示し，他の7名は期待以上の目標達成である
数値を示した．

研究成果の概要（英文）：Sutudy 1: The aim of this study was to analyze the content of advice given 
by their teachers at special needs schools by occupational therapists. The results suggested that 
teachers sought advice in regards to sensory profile and behavioral disorders. In response to this, 
occupational therapists proposed specific solutions once they understood the whole situation.
Sutudy 2: This study examined the efficacy of co-operation between occupational therapists and 
nutrition instructors. Eight school children with dietary issues such as an unbalanced diet were 
chosen. After intervention, one child failed to meet expectations, while the other seven children 
achieved their goals with scores exceeding expectations.

研究分野： 作業療法
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１．研究開始当初の背景 
2007 年，国連総会において，毎年 4 月 2

日を「世界自閉症啓発デー」とすることが決
議され，世界規模で自閉症に対する関心が高
まっている．自閉症は米国精神医学会による
診断基準(DSM-5)によってASD と定義され，
診断基準においては従来の対人的相互作用
や行動障害に加え，感覚刺激への過敏・鈍感
さといった視点も加えられた．ASD は多様な
症状を呈することが認識されており，ASD の
療育には薬物療法，行動療法，言語療法，作
業療法，ペアレントトレーニングなど様々な
専門家による治療・支援が行われている．ま
た，ASD 児童生徒に対する特別支援教育の分
野においても医療の専門家による ASD 児童
生徒による直接介入や教師へのコンサルテ
ーションが実践されてきている．特別支援教
育において，教師と各種専門家が協業するこ
とは国際的な潮流となっている．我が国では，
2009 年に作成された特別支援学校学習指導
要領において，「児童生徒の障害の状態によ
り，必要に応じて，専門の医師およびその他
の専門家の指導・助言をもとめるなどして，
適切な指導ができるようにすること」が明記
された．この学習指導要領の改訂によって，
OT が特別支援学校に訪問し，教職員と連携
する試みが全国的に広まりつつある．我が国
において特別支援学校で学ぶ ASD 児童生徒
はおよそ 20,000 人と推定されており，知的
障害を掲げる特別支援学校において ASD は
主要疾患となっている．ASD 児童生徒に対し，
OT は，感覚過敏などの感覚統合に基づくも
の，ソーシャルスキルに焦点をあてたもの，
行動療法に基づいた介入，視覚など感覚情報
の構造化による支援，人的・物的環境調整な
ど様々な対処方法を用いて支援することが
可能である．しかしながら，特別支援学校に
おける教員と OT の協業は散発的であり，協
業に関する実践報告は少なく，ASD に焦点を
あてた研究報告はない．すなわち，特別支援
学校に通う ASD 児童生徒への OT による支
援についての現状は把握されておらず，効果
的な支援体制，評価ツール，有効な介入の在
り方についても検討されていない．  
２．研究の目的 
本研究は特別支援学校に通う ASD 児童生

徒を対象とし，(1)研究Ⅰ：OT による指導・
助言または介入の内容分析を行い，適切なコ
ンサルテーション・シートを開発する(2)研
究Ⅱ：教員と OT との協業について実態調査
を行い，より効率的・効果的な支援システム
を検討することを目的とする． 
３．研究の方法 
(1)研究Ⅰ 
特別支援学校(知的障害区分，小/中学部併

設，1 校)に通う ASD 児童生徒 39 名を対象と
した．ASD 児童生徒の保護者に本研究の概要
を説明し，同意の得られた児童生徒について，
学校が発行した報告書をもとに書き取り調
査を行った．この報告書は特別支援コーディ

ネーターが担当し，コンサルテーションで使
用した個人記録と OT の評価および助言が記
録されているビデオを確認しながら取りま
とめられたものである．報告書より得られた
情報は，基礎情報（年齢，性別，学年，診断
名，発達検査結果），教職員からの相談内容，
OT 評価，OT の助言，相談後の実施状況およ
び教職員の所感である．内容分析は分析者の
恣意性が反映しにくいとされるテキストマ
イニング解析によりカテゴリー抽出を行っ
た．解析ソフトは IBM社 SPSS Text Analytics 
for Surveys を使用した．なお，本研究は関
西福祉科学大学研究倫理委員会の承認を得
て実施した． 
(2)研究Ⅱ 
本研究は，公益法人が主催する研修会を活

用し，実施した．この研修会は栄養教諭の職
務能力向上を目的とし，その一部を OT が担
当している．研修 1～2 日目では評価ツール
や介入方法について教授し，研修 3日目はグ
ループワークによる個別支援計画を作成し
た．その後，個別支援計画の修正がなされ，
完成後，個別指導が実施された．なお，栄養
教諭の求めに応じ，1度限り OT が学校を訪問
し，観察評価した後，個別支援計画修正に向
け助言した（9名中 6名）．効果判定は，個別
指導実施後 2～3 ヶ月とし，ゴール達成スケ
ーリング（GAS）を用いて評価した．また，
児童生徒の学校生活の変化を確認するため
に異常行動チェックリスト（ABC-J）も同時
に評価した．なお、本研究は関西福祉科学大
学研究倫理委員会の承認を得て実施した． 
４．研究成果 
(1)研究Ⅰ 
担当教諭は作業療法士に対して，遊びに関

すること，切り替えが難しいこと，常同行動，
姿勢や摂食などについて相談し，その行動へ
の理解と対処方法を求めていた(図 1)． 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



これに対し作業療法士は，感覚の特異性を
中心に ASD 児童生徒の全体像を説明し，休み
時間や授業，給食といった場面において，行
動障害や目と手の協応などの課題に対し，遊
びや活動を具体的に提案し，時間や場面を設
定するなどの助言を行っていた(図 2，3)． 
 

 
 

特別支援学校の ASD児童生徒を担当する作
業療法士が教職員の相談に応じるためには，

感覚統合理論に加えて，行動分析学，環境調
整などの知識も必要であると示唆された． 
 
(2)研究Ⅱ 
事例検討した 9名中 1名は薬物療法が開始

されたため除外した．対象者の平均年齢は
10.3±2.1 歳，男性 7名，女性 1名であった．
4 名が発達障害を有し，4 名が未診断であっ
た．感覚プロファイル（SP-J）では，7 名の
児童生徒に何らかの感覚特性があることを
示した．特に，口腔過敏および感覚過敏は 6
名と最も多かった．設定された目標は，食事
の量を増やすが 4 件で最も多く，つづいて，
偏食の改善，食事時間の短縮，情緒の安定が
3件であった(表 1)． 

作業療法士が栄養教諭および担当教諭に
助言した内容は，応用行動分析，感覚統合理
論の他，疾病教育や社会資源の活用であった
（表 2）． 

 
介入の効果について，ABC-J は介入前後に

お い て 有 意 差 は 認 め ら れ な か っ た が
（p=0.237），GAS は 4 名が期待される結果で
ある 50を示し，4名は期待以上の目標達成で
ある数値を示した（平均 53.4±11.2）（表 3）． 

目標①重み（高） 目標②重み（中） 目標③重み（低）

A 情緒の安定 食事の量を増やす 保護者との連携促進

B 偏食改善 食事時間を早める 姿勢改善

C 忘れ物の改善 活動の切り替え改善 食事の量を増やす

D 情緒の安定 偏食改善 自傷行為を減らす

E 食具の扱い改善 偏食改善 食事時間を早める

F 担当教諭との連携促進 他の職員との連携促進 食事の量を増やす

G 保護者との連携促進 過食の改善 整容の改善

H 食事の量を増やす 情緒の安定 意欲の向上
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徒

表1．GASで設定された目標

A ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
B ○ ○ ○ ○ ○ ○
C ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
D ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
E ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
F ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
G ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
H ○ ○ ○ ○ ○ ○

表2．作業療法士が助言したの内容
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表3．介入後のGASスコアと各目標の達成度

目標① 目標② 目標③
1.5 -1.0 1.0 57.7
0.0 -2.0 0.0 41.2
0.0 1.0 0.0 54.4
0.0 0.0 0.0 50.0
1.0 0.0 2.0 61.0
0.0 0.5 1.0 54.4
0.0 0.0 0.0 50.0
0.0 0.0 0.0 50.0

+2 ：最も高いレベルの結果
+1 ：少し高いレベルの結果
0 ：期待される結果

-1 ：少し低いレベルの結果（介入前の状態）
-2 ：最も低いレベルの結果

注）GASの目標達成度

D
E
F
G
H

平均±標準偏差 52.3±5.6

C

GAS 達成度注）

GASスコア児童生徒

A
B


